
No.３１３８
大 菩 薩 東 端 の 静 か な 山
大 垈 山 ～ 宮 路 山
実施日 ２０２３年１１月１８日（土）
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 遠 井 謙 策 ､小 名 秀 鋭 ､瀧 澤

きよの ､峯川弘子 ､
（ｹﾞｽﾄ･村山智子）計５名

費 用 1,198円（JR中央線高尾起算）
1,040円（ 往復）

タイム 大月駅(8:25)森屋荘(8:40)金
山鉱泉(9:25)大垈山(11:35∼1
2:05)宮地山(13:25)宝鏡寺薬
師堂(15:30)大月駅(15:55)

風 が 冷 た い が 、 山 日 和 で す 。
大 月 駅 で 5 人 ～ 6 人 乗 り タ ク

シ ー 交 渉 で キ
ャ ン セ ル 待 ち
5 人 乗 り タ ク
シ ー に て 、 森
屋 荘 迄 入 り 、
今 は 入 ら な い

金 山 鉱 泉 跡 へ 1 5 分 歩 く 、 車 道
は 荒 れ て い ま す が 登 山 者 は 沢
の 水 を 楽 し み 計 画 書 通 り 金 山
鉱 泉 跡 地 か ら 朽 ち た 橋 は 渡 ら
ず 、 渡 渉 し 急 登 を よ じ 登 り 、
落 ち 葉 ラ ッ セ ル 楽 し い で す が 、
か な り 荒 れ て
倒 木 ま た ぎ 、
ア ス レ チ ッ ク 山
行 （下山迄） ピ
ン ク リ ボ ン に 助
けられます。
貸 切 山 行 で 急 登 の 落 ち 葉 歩
き で 金 山 峠 、左 、雁 ヶ 腹 摺 山 、
右 大 垈 山 後 2 0 分 落 ち 葉 で 稜 線
間 違 い 、 巻 き 道 歩 き で 指 導 標

を 大 垈 山 の 山 頂 を 地 図 確 認 こ
こ で 、 4 人 パ － テ － を 見 て 同
じ ル ー ト だ と 知 る 。
3 0 0 年 以 上 の
大 ブ ナ 大 木
先 に 大 垈 山
山 頂 で 、 写
真 撮 影 し 、
お 昼 ご 飯 は
山 頂 下 だ が 、 雪 で も 降 る か と
思 う 程 だ が 仲 間 達 の お 昼 ご 飯
は 最 高 で す 。
な だ ら か 広 い 稜 線 、 紅 葉 の
美 し さ 、 心 に し み ま す 。 破 線
ル ー ト は 迷 い も 考 慮 し ま し た

が 、 新 し い ピ ン
ク リ ボ ン で ロ ス
タ イ ム な し で 宮
地 山 山 頂 か ら 3 0
ｍ 先 直 急 下 降 3 0
0 ｍ 落 ち 葉 で 滑
る 滑 る ､ 楽 し い ､
木 跨 ぎ あ り ､荒 れ
て 林 田 方 面 は 上

か ら も 木 が 降 っ て 来 る わ 、 急 下
降 だ わ 、 お ま け に 登 山 道 は 荒 れ
ています。
沢 の 音 が 聞
こ え 、 下 に 宝
鏡 寺 の 屋 根 見
え て 、 階 段 登
り 口 分 か り ず
ら い 宮 地 山 指 導 標 車 道 の 前 の
宝 仙 寺 薬 師 堂 で 予 約 の 5 人 乗
タ ク シ ー で 大 月 駅 、 ゲ ス ト の
村 山 さ ん 歓 迎 会 久 し ぶ り で 、
楽 し か っ た 。
又 、 宜 し く お 願 い し ま す 。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・遠井謙策／峯川弘子）


